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１、概略
本計測システムは、ノートＰＣ、および、このＰＣにＬＡＮ経由接続のＤＡ出力モジュ
ール、音響/振動計測モジュールで構成され、試験対象の音響/振動特性を解析するシス
テムです。テムです。

DAモジュール 音響/振動計測モジュール

CompactDaq シャーシー

LAN接続

ノートＰＣ
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２、機器構成
CompactDaq シャーシー cDAQ‑9189
8 スロット、TSN‑有効 Ethernet CompactDAQ シャーシ
TSN によるネットワーク上の精密な同期タイミングで、正確な解析を行うための緊TSN によるネットワーク上の精密な同期タイミングで、正確な解析を行うための緊
密に同期された測定値を提供
単純なデイジーチェーン接続用の統合ネットワークスイッチで簡単にシステムをス
ケール
信号調節実装の 60 個以上のセンサ特定の I/Oモジュールをサポート
4つの汎用32 ビットカウンタ/タイマ（シャーシに内蔵）
最大 7つまでのハードウェアタイミングアナログ I/O、デジタル I/O、またはカウン
タ/タイマ操作を同時に実行
組込 SMB接続、外部クロックおよびトリガ用 (最大 1 MHz)
‑40℃～70 ℃の動作温度範囲、最大 50gの耐衝撃性、最大 5 g の耐振性で、過酷な環
境でも信頼性の高い操作を実現境でも信頼性の高い操作を実現
危険箇所の認証

Cシリーズ電圧出力モジュール NI‑9263
4AO、±10V、16 ビット、100kS/s/ch（同時）4AO、±10V、16 ビット、100kS/s/ch（同時）
ネジ留め式端子またはバネ端子の接続
250 Vrms、CAT II、チャンネル/アース間絶縁
NI 9263  は、CompactDAQ  および CompactRIO システム用のアナログ出力モジュ
ールです。±30 V  の過電圧保護、短絡保護、低クロストーク、高速スルーレート、
高い相対確度、および NIST  トレーサブルな校正も装備されています。NI 9263  モ
ジュールには、チャンネル/アース間に安全対策およびノイズイミュニティのための
二重絶縁が備割っています。
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Cシリーズ音響/振動入力モジュール NI‑9234
CompactDAQ および CompactRIO システムの音響/振動計測アプリケーション向
けに、ダイナミック信号の収集機能を提供します。
C シリーズ音響/振動入力モジュールは、ソフトウェアで ON/OFF の選択が可能C シリーズ音響/振動入力モジュールは、ソフトウェアで ON/OFF の選択が可能
なAC/DCカプリング、IEPE開放/短絡検出機能、および IEPE信号調節機能を内
蔵しています。入力チャンネルは同時サンプリングで信号を計測します。各チャン
ネルには、サンプリングレートに対して自動的に調整するアンチエイリアスフィ
ルタも搭載されています。また、スマートなTEDSセンサにも対応します。
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３、ソフトウエアの起動
ディスクトップ上のアイコン、「LabdaqVibration」をクリックし、起動します。
以下、起動のメイン画面です。

起動メイン画面
メインメニューエリア

計測コントロールツールパネル

メインメッセージエリア
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グラフ表示エリア
上部のタブを選択することで、複数グラフを切り替え、表示することができます。
起動時、初期状態では、DA出力波形グラフと、収録データグラフの２つが追加さ
れています。



グラフ表示エリア

タブ選択で複数のグラフを切り替えます。

グラフメッセージエリア、各グラフ の２個の
カーソル情報を表示します。

グラフ全体の表示方法を設定します。

グラフメッセージエリアの縦表示数
が変更できます。

時間軸をズームイン/アウト、スクロールまたは
設定します。＋はズームイン、－はズームアウト。設定します。＋はズームイン、－はズームアウト。

各信号波形は２つのカーソルを持っています。
このカーソルの左右切り替え、およびスクロール機能を提供。
スクロールと連動して、メッセージエリアのカーソル
情報が更新されます。
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縦振幅軸を上下スクロールします。
各信号波形の振幅をズームイン/アウト、または
設定します。＋はズームイン、－はズームアウト。



４、メインメニュー
「計測環境設定」メニューは以下で構成され、計測実行の各種環境条件を設定します。

「ファイル」メニューは以下で構成され、収録データの保存、matlab 等他ソフトで作
成されたファイルも読み込むことができます。成されたファイルも読み込むことができます。

「データセット」メニューは現在、作成されていません。
「信号チャンネル」メニューは、現在選択されているグラフタブ信号チャンネルの詳細
情報を表示します。
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「信号処理ツール」メニューでは、現在選択されているグラフタブ内信号チャンネルに
対して各種の信号処理を実行することができます。

「信号波形生成」メニューでは、正弦波、三角波等各種の信号波形の生成ができます。

「編集」メニューでは現在の表示画面を画像としてクリップボードにコピーできます。

「ヘルプ」メニューでは、本ソフトのバージョンが確認できます。「ヘルプ」メニューでは、本ソフトのバージョンが確認できます。
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５、計測環境設定
DA出力条件設定

クロックエッジは、データのセットのタイミングで、立上がり、立下り、どちらか
選択します。通常のサンプリングレートでは、出力への影響は少ないです。

デバイス仕様に、出力されるＤＡＱデバイスの仕様が説明されています。

出力信号波形の生成
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生成の場合、以下の波形が選択できます。
正弦波
高調波歪正弦波
矩形波
三角波
鋸波
振幅変調波(正弦振幅)
振幅変調波(単調減少)
振幅変調波(振幅減衰)
インパルス信号
ステップ信号
ガウス(正規)分布雑音
一様分布雑音
掃引波

テキストファイルからの読み込み、またはmatlab 形式ファイルからの読み込みの
場合、「参照」ボタンで読み込み対象ファイルを指定します。
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ファイルから読み込みの場合、データ点数は、自動的に設定されます。ただし、サ
ンプリング周波数（各データ間隔）は手動で設定する必要があります。ファイルに
複数チャンネルがあり、また出力チャンネルも複数の場合、先頭のチャンネルデー
タが、ＤＡの全チャンネルに出力されます。



６、収録チャンネル、条件設定
収録チャンネル設定では、収録するＤＡＱデバイス数、チャンネル数を設定します。

デバイス型番、およびデバイス名称は初期状態で、適切に設定されています。デバイスデバイス型番、およびデバイス名称は初期状態で、適切に設定されています。デバイス
名称は、ナショナルインスツルメンツ社のＤＡＱ管理ソフトＭＡＸで確認できます。

以下、「対応計測デバイス一覧」で使用可能な収録デバイスが確認できます。
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収録チャンネル設定ではチャンネルのモードを設定します。
チャンネルは以下、３つのモードから選択します。

加速度センサチャンネル計測
ロードセルチャンネル計測ロードセルチャンネル計測
電圧チャンネル計測

使用されるＤＡＱデバイス型番で、使用可能なモードが異なってきます。

加速度センサチャンネル計測

ロードセルチャンネル計測ロードセルチャンネル計測
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電圧チャンネル計測

ＤＡＱデバイス NI‑9234 では、一般的には、入力カップリングはＡＣ、入力形式は擬
似差動です。
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７、収録タイミング条件設定
収録のサンプリングレート、収録データ点数（収録時間）等、収録の基本条件を設定し
ます。

計測モードは以下の２つから選択します。
指定時間（データ点数）計測
停止まで連続計測（指定データ点数ブロックで連続保存）

停止まで連続保存モードでは、収録ファイルはシリアル番号のついた複数のファイル停止まで連続保存モードでは、収録ファイルはシリアル番号のついた複数のファイル
に保存されます。

サンプリングレートは、ＤＡＱデバイスにより設定可能な範囲、値があり、設定できな
い場合、もっとも近い値に設定されます。

収録開始のトリガ条件は、ＤＡＱデバイスにより可能な設定範囲が異なってきます。
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８、収録データ自動保存設定
収録完了後の収録データ自動保存を設定します。

自動保存のオンオフは、起動メイン画面の計測コントロールツールパネルでもできま
す。
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９、計測環境設定ファイルの保存、呼び出し
上記の計測環境設定での設定内容は、希望名称での保存、また、この呼び出しが可能で
す。

起動時読み込みの計測環境設定ファイル初期化

以下で述べます、起動時自動的に読み込まれる環境設定ファイルを削除します。削除に
より、起動時の計測環境設定内容はデフォルトの値となります。

起動時読み込みの計測環境設定ファイ保存

現在の計測環境設定を、次回起動時の自動読み込み計測環境設定ファイルとして保存
します。
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計測環境設定ファイルの保存

現在の計測環境設定内容を、任意の名称で、任意の場所に保存します。

計測環境設定ファイルの読み込み
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上記で保存した計測環境設定ファイルを呼び出します。



１０、信号チャンネル
起動メイン画面の現在選択されているタブのグラフチャンネル情報を表示します。
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１１、信号処理ツール
ＦＦＴアナライザー

起動メイン画面の指定タブのグラフ信号チャンネルに対してＦＦＴを実行します。
ＦＦＴ結果は、新規のタブグラフに表示されます。
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デジタルフィルター
起動メイン画面の指定タブグラフの信号チャンネルに対してＩＩＲ、またはＦＩ
Ｒデジタルフィルターを実行します。実行します。

ＦＦＴ結果は、新規のタブグラフに表示されます。ＦＦＴ結果は、新規のタブグラフに表示されます。

結果は新規タブグラフに表示されます。

加速度―速度―変位変換（積分）加速度―速度―変位変換（積分）
起動メイン画面の指定タブグラフの信号チャンネルに対して、加速度―速度―変
位変換（積分）実行します。
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１２、信号波形生成
以下の信号波形が生成できます。結果は新規タブグラフに表示されます。

正弦波
高調波歪正弦波高調波歪正弦波
矩形波
三角波
鋸波
振幅変調波(正弦振幅)
振幅変調波(単調減少)
振幅変調波(振幅減衰)
インパルス信号
ステップ信号
ガウス(正規)分布雑音
一様分布雑音一様分布雑音
掃引波
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１３、信号波形グラフの設定メニュー
起動メイン画面のグラフエリア内操作の説明をします。
時間軸エリアの「設定」

時間軸は、時間、時刻、任意単位、また他チャンネルを設定できますが、現在、本ソフ
トウエアでは、時間単位のみ、対応しています。対数も対応しておりません、
時間単位、１分割値、原点値、表示小数点桁数、カーソル位置等が設定できます。
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個別グラフ設定メニュー
各グラフの左部分にある設定ボタンで各グラフの各種表示条件が設定できます。

グラフ基本設定
グラフ軸設定グラフ軸設定
信号チャンネル表示設定

グラフ基本設定
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グラフ軸（縦振幅軸）設定

信号チャンネル表示設定

25



グラフ全体の設定
グラフエリア右上の設定ボタンでグラフ全体の構成、表示を変更できます。
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１４、信号波形グラフの操作
各信号波形グラフでは、以下の操作が可能です。

カレント（現在選択）信号波形グラフが赤マークで表示されます。この赤マークの信号カレント（現在選択）信号波形グラフが赤マークで表示されます。この赤マークの信号
波形の情報がグラフメッセージエリアに表示されます。画面下のカーソルスクロール、
画面右の上下振幅スクロールが、この信号波形に対して可能となります。

カレント（現在選択）信号波形グラフ

この部分クリックで２チャンネル目がカレント信号波形となり、グラフメッ
セージエリアの情報も、２チャンネル目の信号波形の情報となります。セージエリアの情報も、２チャンネル目の信号波形の情報となります。
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時間軸の＋、－部分クリックで時間軸のズームイン、ズームアウトができます。

各信号波形グラフ上、任意部分クリックで、カーソルを呼び出すことができます。
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カーソル左右切り替えボタンを押した後、任意部分クリックで、右カーソルを呼び出す
ことができます。

各カーソルはマウスクリック後、押したまま（ドラッグ）の操作で任意の位置に移動で
きます。このときカーソル情報は連動して最新情報が表示されます。
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上記のようにカーソルは、各信号波形個別に設定できます。



グラフエリア右の振幅上下スクロールボタンで、現在のカレント信号波形を上下振幅
方向に移動できます。
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グラフ右上の設定ボタンで、グラフの最大表示チャンネル数、およびカーソル色、線幅
が変更できます。が変更できます。
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以下のように、４チャンネル表示から２チャンネル表示に変更されました。

ここに、チャンネルの上下スクロールボタンが表示されます。
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１５、ＤＡ出力の操作
メインメニューのＤＡ出力条件設定をクリックし、以下設定画面を開きます。

出力チャンネル数は１（０チャンネルのみ選択）で、正弦波生成を選択し、ＯＫボタン出力チャンネル数は１（０チャンネルのみ選択）で、正弦波生成を選択し、ＯＫボタン
を押します。

以下のようにＤＡ出力波形タブに波形が表示されます。
この後、計測コントロールツールパネルのスタートモードで「ＤＡ出力のみ実行」を選
択し、「スタート」ボタンを押します。ＤＡ出力が実行されます。
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また生成波形の情報がグラフメッセージエリアに表示されます。



次に、テキストファイルからの読み込みを行ってみます。
以下、ＤＡ出力条件設定画面で、「テキストファイルからの読み込み」を選択します。

参照ボタンで、対象ファイルを指定し、ＯＫボタンを押します。
以下のテキストファイル読み込み画面となります。
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先頭読み飛ばし行数、および最左列読み飛ばし列数を設定することにより、読み込み対
象波形データのある左上スタートセルを選択します。



ＯＫボタンで、以下のようにＤＡ出力波形タブグラフに波形が表示されます。

読み込まれた波形の情報が表示されます。

次は、matlab ファイルからの読み込みを行ってみます。
以下、ＤＡ出力条件設定画面で、「matlab 形式ファイルからの読み込み」を選択します。

参照ボタンで読み込み対象のmatlab ファイルを指定し、ＯＫボタンを押します。
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以下のmatlab 形式ファイル読み込み画面となります。

内容を確認し、ＯＫボタンを押します。ここでは特に設定する必要はありません。

以下、matlab から読み込まれた波形がＤＡ出力波形タブに表示されます。
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１６、データ収録の操作
計測環境設定メニューで、収録条件を適切に設定後、計測コントロールツールパネルの
スタートモードで「データ収録のみ実行」を選択し、「スタート」ボタンを押します。
以下のように収録が開始され、リアルタイムにグラフ表示されます。以下のように収録が開始され、リアルタイムにグラフ表示されます。

同時にＤＡ出力を実行したい場合、スタートモードで「ＤＡ出力とデータ収録を実行」
を選択します。

停止の場合はストップボタンを押します。

また収録中、グラフを自動スクールさせたい場合は、「計測中時間スクロール自動オン
オフ」でオンにします。収録中、過去のグラフを見たい場合は、自動スクロールをオフ
し、時間スクロールバーで希望位置に移動させます。
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指定データ数、収録すると、終了メッセージが表示され、停止します。

収録データは収録完了後、自動保存できます。収録データは収録完了後、自動保存できます。
計測環境設定メニューの以下「収録データ自動保存設定」で設定します。
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自動保存をオンで収録を完了した場合、以下のように、メインメッセージエリアに保存
完了のメッセージが表示されます。
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１７、保存収録データの呼び出し
過去保存された収録データファイルは、メインメニュー「ファイル」から読み込むこと
ができます。保存されたファイルの種類にあったメニューを選択します。たとえばテキ
ストファイルであれば「テキスト形式データファイル読み込み」をクリックします。ストファイルであれば「テキスト形式データファイル読み込み」をクリックします。
以下ファイル選択画面となります。

選択後、ＯＫボタンを押します。以下、新規のグラフタブに対象収録データが
表示されます。
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